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E9・'ン、自.ゲレ化 メタ 冫 あ羊ヒ熱
G・[:1。ck】er及¥¥':F.Hdgcll;.JCha〃'.・%蟹.,
:9,.527-9(19{1).
..箸者 等 は ノ・ロ.ゲン化 メ タ ンのよヒ熱 を.半繕1験n,方法
一earlす.る.こ.とが 四來 た海.
ζの 型 の分 子 は室 濃 以 下 に於 て 廻 轉 に よ る比 熱 は
螽Rに 遶 して ゐ る.と考 へ られ る・か ら,分 子 畩 動 に薦
く堵熱.ρみを 考 へ堵Lばよ.い・ 多Pzf分 子 の撮 勁 は複
雑 で 各 振 動型 に對:し殆 ん ど 凡 七 め康 手 が概 與 してゐ
るが,少 數 の原 子 の蓮 動 が そ の娠 動 を乗定 す .5ある.
型 が あ る・C.KYZT分 子 で は 各原子 贋齢 手 の価1
縮 に 基 ぐ娠 動 は そ の分 子 に無 關 係 で あるb...殘りの五
箇 め撮 動 は結 合 手.の銹 す 六 箇 の角 の歪 に基 くもの で




第 尸 』1は.併邏,廻 轉 の.ユネILギー .の寄 興 にCp-
Cv=Rを 擁 正 してあ る・:第二 項13適當 なVIを 選 ん
で ア イ ン ズ.タン.の式 をJflG^可成 糟確 な近 似 値 .を求 め
得.る,丶變 角 振動 は.只一 つ.め角 よ りも攀 ろ凡 て.め角 の.
函 數 で あaの で 第二 項 の如 き計 算 は 出來 ない.近 似 一
:.的に下 の如 く熱 ‡す・
























































































」炒 健 は 一 定壓 力 に對 す る 醗 正力娘 際 に営 つ で必 婁
で あ る,
上 め表 め値 をmひ で1二式 よ"奈 然 藷 果 の如 ら払 て





著 者 に.CI㌔Ci等18箇ゆ分 子 に就 て上 ⑳謙 算.を.行 喝
ひ,得 た る.298.1。1～a:3.1'『K,473.1。Klこ於 けa
比 熱 を綾 訃熱 力if1filfrY'atと比較 したが 最大 偏 倚2、7%
.
で李 均was%で あつ た ・上 ⑳ 結 果 は現 在使 用 せ ら.オL
て ゐ る,treatdりも倒 吻 環 來 る もので あ る こ とぷ 判
る・ 、 〔有 川.)
G9.ハ .ロゲ 冫化 メ タ 冫 の 続 計 熱 力 畢
W・F・E4解 且1及G・CI. .}clder,ノ」Gtt〃r:劭『r5サ覧、.
9,9Y4-5.(197)、
沃化ザ1レ沸 化メチ・レ妣 熱を嘩 蝉騨 翻「
蹈 子蝦 定して種物 瀕 に就て計算した・鉾.
振 動 は 第 一表 に示 す・ 侮 後.に論 じる('H,Br,φ振鋤















































i:}、露禦 纜 基貅 鑿釜欝 凹理に於
ド 「℃u=LCI,Cl{irCl!,cl【q3の比 熱 を'r=flgs・1-60pe;
. 1.Kの範 園 に 互 つ てlngTに 對 し て 區 示 す る と き,.得
リ ョ
・、 ,ら塵 る曲嫁は7ト行となり.,.温慶日.盛を移行すれば;重'餐 駈
合すこ.とPt'liS*る.⑳ちCB.とi㎎Tノθ との剛
1ド.1係頓 就 岨 織.1:・重な・・θ1路 螺 蹴 て
鳥 ・橢 り常鍍となる.次にIo9θ≧分子量 とρ醐係を
.駄'国 丙…ずれば三鮎は甲直縁に梁る.弗 化物に就ても同'7』撫 媚 蜘
・あ 。.s・',.¢。、。,吸 び 肱hに よう.叫








'よ.む最 .も不 確 な478Cm-1を除 い て1193Cm一蔓 を取　
.ると('II、B・、,.1川1・:,1:1.1,B・の比 熱 を.o.を懣?v±
蚊 つ て孟 ね 合 ナ こ とオ{.田來 ξ.こ の比 黙及 び 墨 ン ト



























































70.遘 俄 化 糠 ゐA臼720赤 外atそ の
禍 造及 び 捩 り振 勧
;..R..Zu1馳W訊t及P・A・GiBU赴∫e2∫α箆〃窟・
.Ylpa.,9,4bR-f2(1941)・.・
」過 酸 化 水}障.分子 に てnl.【墓 の0-0紡 合 の園 リ.の
蝋 噛 しrtの撫 の位蹤は興騨 ある・.即ち・二.
?の..0耳.基が.『ド而 的 の シ ス又 は ト冴 ンス にあ る.か・
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嬢.しい深;きの谷 と二 つ の弊 し くftい.高.さのII[があ.る
f.?ろ.ろづ. しか してOl.174がrllh悶卿 で あ るか,隙 碍
避韓 即.う捩.り提 勲 〔lnnionnl・uillatiun》で あ.るか は
を1あ山 め三葛.さ.に贐係 す る..1'enncy及SulLcilnndは
非緬 的 髄,.・.しか も二 つ のo1u砂 雄 角..を1009.
.と考 嘆,且 つ 陳 壁 は か な り高 い とした・.これ はew
子能 率 の計 算 茂 奄 喋常 綬 の濁 定 等 の紬 果 に よ る・ 隙
碍廻 轉 は赤 外 沸 タ ク トル⑳ 思 韓 巖 細 構 迹 に現 硅オしる.,・
べ き.であ.る,.二.の「1的に て11209蒸氣.の赤 外 吸收.z
ベ ク ト.ルを班 究 した・7 ,0
減 匪 蒸溜 に よ り95～鯛%の 過酸.化水 零 を作",.そ
オし.を!OooC.9⑪mm旺gにて徑22mm.長 さG.米のバ
イ.レツ 久ス製 の吸 牧 管 内で 絶 え ず 蒸溜 ナ・ 光 源 ぼ ●
、
℃N赤 包轄 をの ぞ く:sめc「}三氣 串 め淡 嵩 ア 尸 ク.を
NU.た,s時 聞 の照射 に て,2立 の1墾(㌧ 鎌 溜 し
.た.,しか しそ の 分騨 は.陛か 聾タ6であ つ た..760げλ 乃
車.帥oλ を檢.したるに9勵 λ'」二ある一う婦
のみ 見 出 さ劃 た..こ の部 分 を高 分 赦 の凹 面格 子 スベ
ク.トルで そ ゐ微 細 臠 の寫 眞 を撮 つ た.
そ の轄 果 に 依 れば,102脇綿cm胃1と.!.0291・08cm冒ヨ
どに三三つ の灘 成帶(hybridLamり≠ご存 振 ず る量.そし
丁對 冊廻 韓 分子 め挙 行茂 び 飛 直帶 に将 イfのQ・Lrnnch
を有 して を.り,夫 々のbranch('1'行QΩ崎?6fd(
.臨 梱 が極 轍 に タ 囃 認 さt,:r_.こ紡 の .ン
.徹 り
.ほ瞰 化横 分 子 嚇 臨 働 低 鮒 として.急
_^.iSrx70-46gcm馬二 つ の 高成 分 の調 和 弔均Ukとしそ ・・.
・;;3.3;%IU-A・gcm=が碍 らaした,こ の優者 はo一`,軸,,,
令 め長.さに 關係 す る もので あ るが,そ の俄 は1.4SA
に}致 ナ る.'
.上.記の吸 收 帶 の性 質 よ り 劃 號化7k飛分 子 の構 逾 と
し∫τ半 両 的 シ ズ型 で8‡な 《・ 鼻4「面的 構準 と考 へ ら 、
aし=る≒ レか してQ旺 基 の方 臓 ∬ウは 求め られな い が,
PQ羽PQ・・-1驪臓 暑・m塗亘chρ儼 しない瞥 弾
:mss。の岡 で は ない と思 は オ・る・ 亅1・つoH基 ρ 印 譬1
、.
廻魯 は張 く掬 匆 され て ゐ る.更 に,二 つ のhyd・id
『.handの磁 砂 熟 が.7.50・m一'.幽てvagsk
蜘 て癩 してb.る・ .(横)
ロ ダ
71。永 溶 液 に於 け る7セ ト7対 ドの 光化 學 、
D..1.LVolnmn,.ノ・!ftJl・σ島w'・Sec・,...
6P,蜘 」 曾(1嚇 丶
.'.「


























































.、 ..'匣 搬騨 φ峰 ナ醍 き1碑 永分謄 オ・謝 尉.母アムモ≒.ウ.÷鹽 奪生虞ナ.ろ・
'賓 驗法仕水銀燈 〔【【・m醐aんい1・e)の禁外線 を ゴ0.
XOfE'・の肇 反麟 ・1・蘭 ナ雌 子耳騨 嚠 惣
ほ モノ.クr、..醐聴 用 ひ た・ ア マ イ ドのPt濯は光 を
依 て た・.皺画 こな 乙か ら,規 定 ア ル カpnt澄で 婦1
'
し,.生成 レた7亠 モ;ヤ はR⑳ch畿 配坊 法 で 決 定
,一.吽.騨働.瞰 駄 姉 力ll.臓 潔 で婦 黥.ゆr紛騨 乖.砂.5・.この黔植酎 ζ嚶 があう・
又氣 盤 生成 轍 エCOt,.CO,C叫,N詈等 で あ 己,濃 度
　
,Dは0.5～!モ ル潯 液,温 鹿 ほ25。e-100囗,照鮒 時 間
臨5・ ・～脚 れ 褓 ア。モ.=tthnt。,itg.a$di
墅1蠶 鎧 雛1鵠 鵜 。妙、,"　
・ ア マ.イドの 吸欣 す る光 は.塹37A以下 で あ るか ら,.か
1'か 砒 め ヱ.t,hギ ーは アマIVのC_N柵 を切 つ
コ　 フ
瞥 醗 轄飆 謦













fミニ .・ 鰡 ・醐 ・・鱗 一を雌 ナ・方法r・aaj;.,'"..「.つ がある.(.り一定飢戌の瀞媒内での反廠連度あ温
..・...度 係敦の淘定(葺逝の方法).② 尊鑓鰈 瀞娠 侮伽
1',1'.、諜蹴報 躑 鷺鬻 鸞 砦鬻
..1・.み耳:呼裡 駕 爭加φみを鱒.麒 騨 が異塗・1齟
r,;・T.`・・か:ら圏や 箪 的醐 畩1雲撞 僻 原因ナう1嘩物




,.匂二熟' .・ ・'...1'㌃)一.!'.膿・蕗 藩:濡 』.ゼ
…・『卿驪 繍 ll1も糯 嬲





嵩;,戦鵠 竈 艷 膓象瓢 三.1
隅 敵 ・騏 信嫌 嵎(・》二倒・踏 磯 オ㌧
碑 柵 の㈱ ・大・・て・.從っで翻 ・NMし'(b),畝
囘『黼 櫛 で騨 娠 撥猷`鸛 從つて反讌 ・ .∵ ξ
抑制され参.等.しい電蝶々質内七あ活性化呂ネルギ..嚇
一の隴 は,反融 度。鮒 播 勸 の影髄 譲 心"
峨 囃 數廟 係ず・瓣 猫 一〇P…同畷 舗`1よ
灘 講:嬲驚 嘉鑽 織 申育竃
によ取 帥 繃 の慌 氣二.糎ギ のー箆偉 よ篤 。 .碗.自
と考 へ られ る・.しか して若 し三 個 め荷 電粒 子 呵 の ク 」'.,1''".
}ゴ
ー ロム.議争ルギ ーオ㍉ 活 性 化 土ネ ル ギ ーの 等電 蝶 質 ♪ コ「で肖
内 で の變 化 ナ る 部 分 と假 定 すオしば 弖 そ れは ク ー ロム
.
工 事'レギ ーの 變 イヒの式 よ ロ計 算 跨1來き・ 一 囲β..
1・1.A.:1・klwy・・II・g1・es及.4.Shc・m跚(ノ:Chem:一
5比・,.田1(19.tl6).;本蕗1「,509)i±荷 電粒 子間 の 靜 .1,弓
.電力に 六つ の 型 を與 へ た.例 へ 臨 イ オ ン ・イ オ ン
囘 に鉗 してrな る距 離 に近 ず け る に必要 な 力 と して....
次 式 に 依つ た・.5
賦昌Z皇Zメ91IP「 .(L》
若 し,活 性 化=.ネ.ルギ ー の 同 一漉 合i審媒で 異 つ 為奄..・
ゆ ド ノ
媒 僧 欺 に よ る變 化 ポ 翆 に クー 卩.タ・土 ネル ギ ーの愛.i;・ 一・
化 に よ る もの な れ.日「,∈欠犬 の 如(な る.愈 .
9・.=・畿 ≠ ・・ ㍉.・ ・1:
即 ち同」・符 聾 め.イオ ン聞 に封 しで健 電 媒 営数 が小 な匿
れlrクー ロムft果iCよる 活 性 化=t-tov一,の捌 ゴす=J:,'、i







ク ー ロz・s .ネ
ルデコ鰐 化
















































ジ1萼 鯛 ・㎞ 噌 ・cnnkulfnnpLlhnleinion.㈱鼠冫.■齢..
き の　ロ　　 の の





・:,1・菱 三膏者 等 はe「p驫Ocに於 け 乙ア セ トンの 分 解 は ・少賦
・.、,喫..Ω… 岬 に よつ て髄 さオ・陣 観 陟 た.ア 七
V.∴,・ 廿 畍 継 度は 、・de、y・磁 爐 と共t:R・ナオ,,.
1`・.y.:その系,1・fFth・.・、d・a…蝿 曜 嘆 行蹤 つて渺 、
,す.る に仰.ひ減 少.ナる.然 し犀 廠 に よ る匯 力鱒 加 が,單
,に ア セ トン及 びdiacet}'1の分 解 の和 で な い事 は,そト コ臨
の實 籔 鰭 果 よ り厨 で あ る.5060Cでは紘 ア セ トンの
噂 分 解 に は跨 導 期 間 が存 在 ナ るが,lli艮ce重Slの添 加 に




......a㏄聖onンlncelひbらa㏄霾yIacel"ne弊を純 ア セ トン に ・
)./添 加.し て も .tli面de!)・1の如 き.促.邏作 用 は な か つ た.
E・ 、.71tF・ の 分 解 唯'1't:・iincetylの輙 が あbbi
譽 ・..否呼 励 る堰に汰 勧 ア雪 トンき頒 軋 め,9.. .そのΦ の 巳liacet}'】を 定猛 せ ん とし たが,檢 田 ナ る事 .
コ へ 　 ロ
建 喧 濾.Ht來なかつ却 之はtli・c・tytがo鋼m・・1%以下
喬/ .で ある轆 示す,故 にe.・7筋 α備%.め ・1鴫i
.'.を加醸 アセ.呼蒸氣を作 取 應せレめた画 麟
・ご.「瞭 しい雕 .を示.した.紬 総 胴 は..・i。e・)'1L't
r・ 甲.'
易 一1∴.階例`陬 頃 ド麦蘇 にmはtLe・.
婁..r㍉'・.填隙 如 如く師 ナる・讎 ナ・・1'
…1:.、!.-¢1.「iE:.〔}Opgllr.一lt,1.【a+2『0(1)
㌘ 一..1...,.(・1[匸ρcl:{詳.一・.2{川蕁+m`2)





.♂L一 一.'・.t.冠..・z・ ・'・F・.,..為 ・ニロノ ヘ ロ 　






s=(k..FyFa/ky)K亅丿…,Y=(オ1も概嘱 」9寿訴 .とお けif
L=匐(丿β+x)冤 つ
二.及ヒ尸Yli測 定 ナ.る事 がlil來るか ら,.丿・が言ヒ算 さiし
蓄』・...即ち一宛 の温 度 及 ア 七 トン傾 に於 て,ア にdi・
acclyl濃度 の 苹 方根 に隼 個 す.る・Th7A1直に鍔.して此
.
の關 保 が よ く成 立 す う事 が 刎 つ た・
逝elhylelheyア七 トア ル デハ イ ドの 分 解 に對 して
も,.同檬 に`1i譫肥巳yl.は促進 作11」を有 す るぷ,此 の際
そ1.φ作 川 は 分解 が 鋒 る迄 手・1…績 ナ る・
dincc廟y1は.ヱチ レン,oi7i;iをも促£隆ナ る.
土.チル7ル .コbルの分 解 に 就 てiよ,今準 師1基 の'
擬 構 は提 田 され で居 ない が,之 も同樣 に 逹蹟 反 慮で
あ 闘 轍 明で あ る・ 馳 の 分 解 もdiacetvlによ 。促逾
さ.#titが,その鬣 力櫓 加 槍 償 に 同一 で ある ・ 之 は全
機 の1職 が 同一 で あ.る.事を示 す・ 此 の反 亜は 器 脚6
.ま.る接 觸 反 塵 と氣 租 反癌 との2つ が 同時 に起 つ て 居















一 隔 ヨ 、.
.,o
慕.吟,・
噺 ∵ 餐 .












碗戦 に於け・鯉 孅 の限懸 は,鯵,畍鰓 炉=:.販慮として定働 胤 離 駄 厩 明出來るほ 馬 な..碧
ふgt2lJe・vis等は主彊 して來ktC・eontanして 舟 萢
.第二隈細 蹴 て鋼 ・嶼 脚 ・基 くものであつた・ ・.{
雪'ド.今 茲 に瓢 告 して 厨6め にr更 に 錐 三 隈 舞 に封 して も
一 ● 亅ご
kd・ l」へ が 少 〈')t'定齢 に適tMl:asるといふ'1にあf・.¶ 、
ろ・.`・ .報
今一噸1.二反鰹建餓オ{器壁炎面で 破竣されるとナ乙 曜.'e.
.妬驪 職 瀕 雌 の囃 は,知 襟・嶼 一帥' り ・・
㌔雫1痴→ 餐
似 し,¢ は 蓬鐵 分榛 降 股で,・¢ は器 堕表 面 で の 迷5國.、 唖i
餓 鵜 編 簡 帥 雛 ・Dl孅懿 踊 して!、
";.t4M*asの軽 燭 や 若し・>2V・7漏創ζt「
は,..遺は炎両め性質に無闘保となる,乂著し8が遮 『臥 』ロ
績 的 に塑 へ.られ るな.らば,他 の懆 件 はr慰 に して 鞍 亀 層,・.





・IL':'ばき ∵ ・./..一 ・.]一;詳ζ
.厂
・臀 ■















.AO`e'あ?燗か廠 鰍 離 依て靴 く.鯲 楓
,.然る.r-KCI.⑳稀薄 瀞 濯 で 洗 つ て 薄 い
.K(.1の膜 をう.
け哘 .ct,.爆臨 が上り噸 細:揃つ確 ・噸
く して厚 くi{q.を塗 る と爆 装甌 は 吏 に上 昇 して,奈
.・ く一 致 した結 果 を示 す樣 にな 乙・〔Pre1[ref.dr.Clrer'f.
p/vngrrr53;19:3・(19::G)ioia・品 ・rg5 mmen.多
丿匸Chem...■弓な,置贋L,7,279(1939)オご帚岳,!3,.烈}3頁抄 鰺=
.參脚.KCI.の 代 りに.Kelt・.Ui鯛ひ て も同捺b紡
短 得 る 二IFffKCI齢 つ 嫻 命 旆 三 限 界 壓 の:
.5'YilPI値あ例 を 示 す と第1表 の描 醜で あ る・但 し.【L;〔》・
ゴ2;1.であ る...
第..一.表



































・醵 鞭 論瞰 ・諭 ・・… 畚 .哄
例ナ郵事に:なる(tlに球形律器庭徑)筈であるが,實　 　
測鰍 表量・見る槨 ・燬 隈魅 は官嘸 の一次と軟




ナ鮮 傘一つは・自酸 熱に依る購 醸 の菊大で乳
.分枝連鎮峰侮に熱爆發條艀が露疂して そ.の鯖果爆發
.限界壓が衝下すると考べ.らオレる.

























































































































































































































































て 居 る と.～:9:イレ ッ クxSfJ子が.衣 第1.こ禍 色 に な 」うr來
...る 事 でPCfLは 明 か にas子 中 の 金 屬 殷 化 物 が 還 冗 さ





75・.カタラ ー ゼ の活 性 め電 気 的 測定
7:.S',¥V'ulkeqj.anr.C/rzm..Sor.;
fi3,?01.J-7.〔IA41).
カ タ.ラー ビに よ.乙過 酸 化 水 素 の 分 解過 毘 の満 卞 水
.鏤電 盈.を川 ひ た泗 定 を試 み.た・
』 満
下水銀 電趣 を陰 壓 と.して.,ヵロィ ル電 極 をKCL
鞨 ら・.椥こよ 嗹 精 し1.・諞&N…th・ ・yK型 ポデ
シチ.オメー タ.rと函 型 ガw;;一 にて潤 定 した・ 重駿
化 水 素(it/30).nelGC.に,綬衝 溶 液 と して燐酸(pl1.
7).及び.メチ 」レ赤 一滴 を加べ.た一 そ の液 .を・.・策 壓 の酸.
盞ξガ客で 飽 和 せ しめた 後,新 し く生成 した カ ダ ラー
ゼ耕 鑷 の稀 薄 液0.1c.t..を抑 へ て反 應 せ しめ る・1.Fi
ヤ6葦【.を與 艝 電流 を譏 み,そ φ 殖i.さが 半 分 に な 蚤 索で.
の時嘩.stops・al・h刷.… 一÷1喟 よ皈
幽,輛 靴 ゆ た・ そ嚇 髄 細 の澁定法で:F
φたもの.とlt較ナるに乗砂如 くであき・(室温)
.K.(水銀 電 髭)0 .0肥0.aasO、oarO.iAcO.1?O
K(謫 定法)〔LO310,0470.078(Ll皇00.1打
菩 通 均:タヲー ゼ4fl位ぽoｰc!..で測 定 さオした もので あ
る.oqれで=は酵 素 」反 應 物 質 のIla闘物誤 多 く出來 る爲
め か,こ り方 法越mひ られ な かつ た の で,温 度 係 數
、 を.補正.して求 め た.Leef.linerより得 たstidLカタ ヲ ー
ゼ に就 い.z,.索極 法 で は.樋臼α}(補正 して},滴 定法
で1実.scoop:(直接)を.得寒 ・
.反 雎1速度.を㎡ 一 ラ ロ グ ラ ラ等 を用 ひ ず 簡 寧 に滴 下










76・ラ ウ リ冫酸 曹 逹 ヵ一 ド緻維 の電 子




ラ ウ リン鵬 嗹 よ 財 晦 れ る 力 甲 ド(翠 無 概 合.』
.むゲル.の一irk)の蠻 維 め撮影 に倍挙L9000め電 子顳 微;=
.鏡を川 ひ た.asら.れた.陳は 図に 示ナ 如 く.X51・尖鏡 で,







機會li#iんどない 歩 つてゐる・.聯 らラD9・融.
τ曹逹のカ.一ドは,幅 が大盟ラウリ:ン酸曹逹翁子 の長
さのこ倍に等;.しい'Rltl1Roi-維の集國から出來てゐ.る






に黹 ふ で 不規 則 に並 んだ 直繧100%一MIOA.り採茸 が
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